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3. 貿易動向と航空貨物　4. 航空市場動向

　国際航空運送協会（IATA）が発表した2017年の年
間輸送データによると、世界全体の航空旅客需要は前
年比7.6％増を記録し、2016年の同6.2％増を上回って
堅調な動きを維持している。一方、航空貨物需要は前
年比9.0％増となり、2016年の同3.6％増から倍以上の
伸びを示した。

（1）IATA年間輸送データ：旅客需要
　2017年における世界の航空旅客需要は、有償旅
客キロ（RPK）ベースで前年比7.6％増を記録し、過去
10年間における平均年間伸び率である5.5％増を大
きく上回った。一方、座席供給量は同6.3％増となり、
ロードファクターは0.9ポイント上昇して、過去最高の
81.4％を記録した。
　2017年における国際線の航空旅客需要は、前年比
7.9％増となった。一方、航空輸送力は同6.4％増を示
したことから、国際線のロードファクターは1.1ポイント
上昇して80.6％を記録した。国際線の旅客需要は、ア
ジア太平洋地域と中南米地域に牽引される形で、世界
の全ての地域で増加している。
　アジア太平洋地域の航空旅客需要は、域内経済の
拡大や航空路線の多様化により前年比9.4％増となり、
世界の地域別の年間伸び率では、1994年以来、アジ
ア太平洋地域がトップに返り咲いた。一方、航空輸送

4 航空市場動向

力は前年比7.9％増を示して、ロードファクターは1.1ポ
イント上昇して79.6％となった。
　北米地域の航空旅客需要は前年比4.8％増となり、
2011年以降では最も高い伸びを示した。航空輸送力
は同4.5％増で、ロードファクターは0.3ポイント上昇
して81.7％となった。比較的好調だった経済を背景に、
北米地域発の需要を底上げしている。しかし、新たな
移民政策や保安規制の強化により北米地域着の需要
が減速し、北米地域発の需要増を相殺する結果となっ
た。また、2017年末に米国を襲った異常気象も、北米
着需要に影響を与えた。
　欧州地域は、活発だった域内経済に支えられ航空旅
客需要が8.2％増となり、航空輸送力は同6.1％増だっ
たことから、ロードファクターは84.4％へ1.6ポイントも
上昇し、世界の地域別でトップとなっている。
　中東地域の航空旅客需要は前年比6.6％増にとどま
り、前年の同11.8％増から5ポイント以上も低下し、世
界の各地域の中で唯一、伸び率が前年を下回った。ま
た、世界全体の航空旅客需要に占める中東地域の比
率も9.5％に低下し、過去20年間で初めてシェアを落と
した。特に北米方面では、大型のポータブル端末の機
内への持ち込みの一時的な禁止や米国への旅行禁止
措置が検討されたことから、米国方面で発着需要の双
方に影響が出た。一方、航空輸送力は前年比6.4％増

表1-8　航空貨物主要商品別輸出入額（2017年度） （単位：百万円、％）

輸出 輸入

品名 価額 前年度比 品名 価額 前年度比

食料品 95,405 121.5 食料品 412,625 131.5
繊維および同製品 155,792 107.7 生きた動物 22,779 113.2
　織物 65,206 104.1 原料および燃料 106,837 112.6
　衣類および同付属品 38,955 105.7 　工業用ダイヤモンド 7,788 118.3
化学製品 2,024,574 119.5 化学製品 3,424,605 102.9
医薬品 474,131 121.7 医薬品 2,315,754 98.9
非金属鉱物製品 326,645 113.2 機械機器 13,594,693 114.3
　真珠 32,034 102.3 　航空機用内燃機関 673,746 117.6
金属および同製品 756,668 113.5 　事務用機器 1,450,970 117.5
金属製品 376,645 117.0 　音響・映像機器 436,129 110.4
機械機器 14,185,675 112.3 　半導体等電子部品 2,461,419 117.8
　事務用機器 513,638 111.2 　電気計測機器 538,833 112.3
　映像機器 296,317 94.8 　航空機 466,807 73.9
　音響機器 11,381 95.4 　科学光学機器 1,378,836 115.0
　半導体等電子部品 3,810,069 110.3 　時計および部分品 311,414 106.7
　電気計測機器 727,484 119.5 非鉄金属 466,567 120.6
　航空機 286,256 107.0 金属製品 192,909 110.6
　科学光学機器 1,469,252 110.8 その他 3,716,584 110.1
　時計および部分品 82,559 104.7 　ダイヤモンド 85,977 88.9
その他 6,006,825 113.4 　貴石および半貴石 19,414 89.7

出典：日本関税協会「外国貿易概況」
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を示しており、ロードファクターは74.7％で前年を0.1
ポイント上回るにとどまった。
　中南米地域は、航空旅客需要が前年比9.3％増を記
録して、2011年以降では最も高い伸び率となった。し
かし2017年の後半には、強力なハリケーンによる襲来
が相次ぎ、米国への旅行が打撃を受けたことなどから、
好調だった需要の動きも勢いをそがれている。航空輸
送力は前年比8.0％増を示しており、ロードファクター
も1.0ポイント上昇して82.1％を記録し、世界の各地域
の中で2番目の伸び率となった。
　アフリカ地域の航空旅客需要は前年比7.5％増とな
り、航空輸送力が同3.6％増にとどまって航空旅客需
要の伸びの半分以下だったことから、ロードファクター
は前年を2.5ポイント上回る70.3％に急伸した。域内経
済の動向では、南アフリカ経済の減速が続く一方、ナ
イジェリア経済は最近の原油高に支えられて成長軌道
に戻っている。

（2） IATA年間輸送データ：貨物需要
　2017年における航空貨物量は、有償トンキロ（FTK）
ベースで前年比9.0％増となり、2016年における同
3.6％増を2倍以上も上回る大きな伸びとなった。2017
年における航空貨物輸送力は、供給トンキロ（AFTK）
ベースで前年比3.0％増。2012年以降では最も低い伸
び率にとどまり、需要の伸びが供給の伸びの3倍にも
達する結果となった。
　2017年の航空貨物需要の伸び率である9.0％増と
いう数字は、世界貿易の伸び率である4.3％増と比べ
ても2倍以上という極めて高い水準となっている。この
航空貨物需要の著しい伸びは、企業が在庫の積み増
しを急いだことにより、製品輸出の需要が世界的に高
まった結果としてもたらされたものとみられる。
　2017年における航空貨物動向を地域別に見ると、
アジア太平洋地域では、年間の航空貨物需要が前年
比7.8％増を記録する一方、航空貨物輸送力は同1.3％
増となった。同地域における航空貨物需要の好調さは、
主に欧州における経済活動の回復や米国経済の堅調
さが続いていることを受けて、域内の主要輸出国であ
る中国と日本からの輸出需要も引き続き好調に推移し
ていることを反映したものと思われる。
　北米地域では、航空貨物量が前年比7.9％増を記録
し、航空貨物輸送力の同1.6％増に比べて5倍近い伸び
となった。米国経済とドルの力強さは、近年における米
国向け貨物動向の改善につながってきている。2018
年も、昨年末の米国における税制改革法案の成立に
よって、当面の航空貨物需要が下支えされることが見
込まれるものの、2017年末から年を越えて続いている
ドル安傾向が税制改革効果を相殺する可能性もある。

　欧州地域では、航空貨物量が前年比11.8％増と2桁
台の伸びを記録し、アフリカ地域を除く全ての地域の
中で最も高い伸び率となった。一方、航空貨物輸送力
は同5.9％増にとどまっている。こうした欧州地域にお
ける好調な航空貨物動向は、域内における輸出製品の
受注が過去最高のペースで増加していることと連動し
ている。
　中東地域では、航空貨物需要が前年比8.1％増を記
録し、地域別の伸び率では3番目となった。航空貨物
輸送力は、同2.6％増を示している。しかし、2017年の
上半期は他地域のような上昇傾向を示さなかったこと
から、中東地域の航空貨物需要が世界全体に占める
シェアは18年ぶりに前年を下回った。
　中南米地域では、航空貨物量が前年比5.7％増を記
録する一方、航空貨物輸送力は同3.1％増を示している。
同地域の航空貨物量が増加したのは3年ぶりとなる。
域内で最も規模の大きいブラジル経済の回復が、航空
貨物量の増加にもつながった。同地域における国際航
空貨物量は、季節調整済みの数字でようやく2014年
末の水準まで戻っている。
　アフリカ地域では、航空貨物量が前年比24.8％増
を記録し、全地域の中で最も高い伸び率となった。同
地域における航空貨物需要の伸びが世界全体の伸び
を上回ったのは、1990年以降ではこれが2回目となる。
2017年における航空貨物輸送力は前年比9.9％増を示
している。同地域における航空貨物量が急増したのは、
2017年11月までの累計で前年比64％増を記録したア
フリカ／アジア間貿易の力強い伸びに支えられたこと
によるものとされている。

（3）ボーイング社民間航空機市場予測
　 ボーイング 社 が2018年7月に発 表した「2018年
民 間 航 空 機 市 場 予 測（2018 Commercial Market 
Outlook）」によると、今後20年間における新造機需要
は、昨年の予想値である4万1030機を4.1％上回る4万
2730機と見込んでいる。販売総額は6兆3000億ドル
に達する見通しで、金額ベースでも昨年の予測値に比
べて3.3％増となっている（表1-9参照）。
　新造機の需要増加に伴い、機体整備や部品供給、
航空エンジニアリングといった航空機の運航に欠かせ
ないサービス市場も、今後20年間で8兆8000億ドル
規模に拡大すると見込まれている。民間航空機市場と
サービス市場を合わせた市場規模は、15兆ドルに達す
る見通しという。
　ボーイング社民間航空機部門のランディ・ティンゼ
ス・マーケティング担当副社長は、「中国やインドなど
新興市場のみならず、欧州や北米の成熟市場でも堅調
な旅客数の増加が見られるほか、古い機体から新しい
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機体への代替需要も見込まれ、今後20年間における
新造機需要のうち、代替需要だけで44％を占める」と
予測している。
　新造機を加えた世界の航空機総数は、2037年まで
に現在の2倍となる4万8540機に達する見通し。新造
機のサイズ別需要予測では、拡大するLCC需要と中国
や東南アジア市場での代替需要を反映して、単通路機
市場が最も力強い伸びを示し、昨年の予測値を6.1％
上回る3万1360機の新規需要が見込まれる。一方、ワ
イドボディ（双通路）機市場における新造機数は、代
替需要のほかにも世界の航空会社が路線拡充に向け
て最新鋭のB777X型機や高効率のB787型機の導入も
進むとみられることから、8070機と予測している。
　航空機の納入先を地域別に見た場合、今後20年間
にわたって中国を含むアジア市場が、引き続き全体を
牽引すると予想される。
　機種別では座席数が90〜230席の単通路機が3万
1360機、200〜400席超のワイドボディ機が8070機、
90席以下のリージョナル機が2320機、ワイドボディ貨
物機が980機と予測。地域別納入機数は、アジア・太
平洋地域が1万6930機、北米地域が8800機、欧州地
域が8490機、中東地域が2990機、南米地域が3040
機、ロシア・中央アジア地域が1290機、アフリカ地域
が1190機と予測されている。

（4）エアバス社最新市場予測
　エアバス社が2018年7月に発 表した最 新の航 空
機市場予測「グローバル・マーケット・フォーカスト

（Global Market Forecast）2018-2037」によると、今
後20年間における航空輸送量は年間4.4％増の好調な
伸びを維持して、世界で運航される航空機数が2倍以
上の4万8000機に増加し、新造の旅客機と貨物機が3
万7390機必要になると見ている。
　航空輸送量の拡大を牽引する要因としては、新興国
で個人消費が2.4倍に拡大することや可処分所得が増

加すること、世界的に中間層が2倍近くになることなど
が挙げられる。経済成長の60％以上を新興国が占め、
新興国での一人当たりの航空機利用は2.5倍に増大。
航空会社によるビジネスモデルの進化と継続的な自由
化の促進、航空輸送の規模拡大によって、地域的な成
長の停滞は大きく上向きに転じる。
　エアバス社のエリック・シュルツ最高営業責任者

（CCO）は、「セグメントの境界を越える性能を備えた
航空機によって、より幅広い運航能力を持つ航空機
を使用する傾向が高まっている」と指摘。「これまで
の考え方を再考し、小型・中型・大型・超大型で新た
な類別を行い、航空会社が航空機を運用する方法を
より綿密に反映させた」という。さらに、「幅広いエア
バス機の柔軟性によって、単通路型の最大機種である
A321neoは長距離路線を効率的に飛行し、ワイドボ
ディ機のA330neoと同様に地域路線に対応する。この
中型セグメントにおいて我々は高い競争力を持つ」と
説明。小型セグメントではA320neoで市場をリードし、
大型セグメントではA350-900、超大型セグメントでは
A380とA350-1000が、それぞれ対応している。
　今後20年間における需要の内訳を見ると、単通路
型機の多くが競合する小型セグメントでは2万8550機
の新造機需要が予測され、総需要の4分の3以上を占
める。さらなる輸送能力と航続距離の柔軟性が求めら
れる中型セグメントでは、小型のワイドボディ機と長距
離飛行能力を持つ単通路型機が含まれ、新造航空機
需要は5480機に達する見通しという。さらに大きな輸
送力と柔軟な後続距離が必要とされる大型セグメント
では、1760機の需要が見込まれている。超大型セグメ
ントでは1590機の需要を見込んでいる。
　なお、新造機需要である3万7390機のうち2万6540
機は輸送量の成長に対応するためのもので、1万850
機は燃費効率の高い航空機への入れ替えによる需要と
なる。また、世界の航空機数が4万8000機に倍増する
ため、54万人のパイロットが必要になると予測している。

（2）エリア別

エリア 機数 サービス市場
（10億ドル）

アジア・太平洋 16,930 3,365

北米 8,800 1,850

ヨーロッパ 8,490 1,875

中東 2,990 754

南米 3,040 515

ロシア・中央アジア 1,290 265

アフリカ 1,190 215

計 42,730 8,839

（1）機種別  

機種 機数

単通路機（90〜230席） 31,360

双通路（ワイドボディ）機（200〜400席超） 8,070

リージョナル機（90席以下） 2,320

ワイドボディ貨物専用機 980

計 42,370 

表1-9　新造機のデリバリー機数／2018年〜2037年（ボーイング社予測）


